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１．１．はじめにはじめに

　自治体防災担当職員に対する実践的対応力の強　自治体防災担当職員に対する実践的対応力の強
化は重要な課題化は重要な課題 1), 2)1), 2)となっている．となっている．多くの防災担多くの防災担
当職員が当職員が「２～３年のローテーションで替わるこ「２～３年のローテーションで替わるこ
とや災害の発生頻度の低さもあって，とや災害の発生頻度の低さもあって，実際に災害実際に災害
を経験することが難しく，を経験することが難しく，オンザジョブトレーニオンザジョブトレーニ
ングが困難である」，ングが困難である」，「従来から実施されてきた展「従来から実施されてきた展
示型示型（デモンストレーション型）（デモンストレーション型）訓練は，訓練は，必ずし必ずし
も実践的な災害対応能力向上に寄与しなかった」も実践的な災害対応能力向上に寄与しなかった」
などが主な理由である．などが主な理由である．そのため，そのため，危機や災害へ危機や災害へ
の対応能力を向上させるため，の対応能力を向上させるため，より実践的な訓練より実践的な訓練
手法が開発され実用化されている手法が開発され実用化されている 3), 4)3), 4)．．
　これらは，　これらは，一般に図上訓練一般に図上訓練（図上演習）（図上演習）と呼ばと呼ば
れるものであり，れるものであり，「一定の役割を付与された訓練「一定の役割を付与された訓練
参加者とグループが，参加者とグループが，擬似的な災害状況下で，擬似的な災害状況下で，決決
められた役割に従って災害対応行動を行う実践的められた役割に従って災害対応行動を行う実践的
な訓練」な訓練」のことである．のことである．自治体防災担当職員を対自治体防災担当職員を対
象とした図上訓練により得られる効果としては，象とした図上訓練により得られる効果としては，
①災害イメージの構築，①災害イメージの構築，②災害対策本部の混乱の②災害対策本部の混乱の
疑似体験，疑似体験，③プロアクティブの原則③プロアクティブの原則付録１付録１に基づくに基づく
意思決定の理解，意思決定の理解，④被害の予測と把握の重要性の④被害の予測と把握の重要性の
理解，理解，⑤災害時の情報収集⑤災害時の情報収集・・伝達のポイントの理伝達のポイントの理

解，解，⑥関係機関間の連絡⑥関係機関間の連絡・・調整の問題点や課題の調整の問題点や課題の
発掘，発掘，⑦参加者同士のネットワークの形成，⑦参加者同士のネットワークの形成，⑧防⑧防
災計画災計画・・マニュアルの検証，マニュアルの検証，などが挙げられるなどが挙げられる4)4)．．
地方防災行政の現況地方防災行政の現況 6), 7)6), 7)によれば，によれば，図上訓練を実図上訓練を実
施している都道府県数および訓練実施回数は，施している都道府県数および訓練実施回数は，そそ
れぞれ平成５年度れぞれ平成５年度(4, 4)(4, 4)，，平成９年度平成９年度(10, 16)(10, 16)，，
平成平成 1313年度年度(18, 32)(18, 32)と，と，訓練開催都道府県数お訓練開催都道府県数お
よび実施回数ともに増加しており，よび実施回数ともに増加しており，図上訓練に関図上訓練に関
する関心は年々高まってきていると言える。する関心は年々高まってきていると言える。
　一方で，　一方で，図上訓練を実施するに際しては，図上訓練を実施するに際しては，シナシナ
リオの作成や訓練の統制など一定のスキルやノウリオの作成や訓練の統制など一定のスキルやノウ
ハウが要求される，ハウが要求される，紙媒体を中心とした状況付与紙媒体を中心とした状況付与
や要請や要請・・連絡票のやり取りを行っているため，連絡票のやり取りを行っているため，状状
況付与票の配布管理が大変である，況付与票の配布管理が大変である，訓練実施後の訓練実施後の
評価を行うに当たっても分析と評価に時間がかか評価を行うに当たっても分析と評価に時間がかか
る，る，ある程度自由度が高いため訓練ルールを徹底ある程度自由度が高いため訓練ルールを徹底
させることが難しい，させることが難しい，など図上訓練の普及を阻害など図上訓練の普及を阻害
している要因や図上訓練手法の持つ欠点がいくつしている要因や図上訓練手法の持つ欠点がいくつ
か指摘されている。か指摘されている。
　こういった従来の図上訓練を　こういった従来の図上訓練を ITIT技術によりシ技術によりシ
ステム化して運用されているものとして，ステム化して運用されているものとして，自衛隊自衛隊
8)8)や消防大学校や消防大学校 9)9)の訓練システムがある．の訓練システムがある．自衛隊自衛隊
の訓練システムの訓練システム付録２付録２は，は，パソコンが数十台～パソコンが数十台～ 100100
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図図-1-1　演習管理者と受講者の関係　演習管理者と受講者の関係

長所 短所

実際の地域
（地形・地名）

・既存の地図や被害想定結果がそ
のまま利用できる
・現実的，詳細な検討が容易である

・参加者が持っている対象地域の土
地勘に左右される
・対象地域の地域性に強く影響を受
けるため，シナリオの汎用性が低い

架空の地域
（地形・地名）

・参加者の属性に影響を受けにくく，
汎用性が高い
・演習内容に応じて，地域特性や組
み込む情報量を自由に設定できる

・既存の地図やデータをそのまま利
用することが困難である
・より詳細な意思決定を検討させる
ためには，付与すべき情報が膨大に
なる
・架空の地域であり，参加者が現実
感を持って演習に取り組みにくい

表表-1-1　演習対象地域の設定方法とその特徴　演習対象地域の設定方法とその特徴

台程度が使用されている大規模な訓練システムで台程度が使用されている大規模な訓練システムで
ある．ある．消防大学校の大規模災害対応訓練システム消防大学校の大規模災害対応訓練システム
は，は，地図上で行われる火災シミュレーションに対地図上で行われる火災シミュレーションに対
して消防活動を実施，して消防活動を実施，火災現場での指揮対応能力火災現場での指揮対応能力
向上を図るとともに，向上を図るとともに，消防本部と現場指揮本部と消防本部と現場指揮本部と
の意思の疎通を適切に実施することを目的としての意思の疎通を適切に実施することを目的として
いる．いる．しかし，しかし，これらは訓練や研修機関用途の大これらは訓練や研修機関用途の大
規模なシステムであり，規模なシステムであり，開発に多大な費用がかか開発に多大な費用がかか
るだけでなく，るだけでなく，運用にも専門のスタッフが従事す運用にも専門のスタッフが従事す
る必要があり汎用性には乏しい．る必要があり汎用性には乏しい．また災害対応シまた災害対応シ
ステムの基礎的な研究としては，ステムの基礎的な研究としては，小林ら小林ら12)12)が行っが行っ
た訓練システムを構成する要素を整理し，た訓練システムを構成する要素を整理し，危機管危機管
理訓練構築のルール作りを検討したもの，理訓練構築のルール作りを検討したもの，東田ら東田ら
13)13)が行ったマルチハザード型の災害対応シミュが行ったマルチハザード型の災害対応シミュ
レータの開発に向けた災害対応に必要な概念設計レータの開発に向けた災害対応に必要な概念設計
の研究などがある．の研究などがある．
　このように自衛隊や消防といった実働部隊を直　このように自衛隊や消防といった実働部隊を直
接指揮命令する組織や専門の訓練スタッフを備え接指揮命令する組織や専門の訓練スタッフを備え
ている機関での訓練システムの実用化が進んでいている機関での訓練システムの実用化が進んでい
る一方，る一方，地方自治体の実践的な災害対応訓練シス地方自治体の実践的な災害対応訓練シス
テムに関する研究事例は少なく，テムに関する研究事例は少なく，実用化され積極実用化され積極
的に運用されている事例はほとんどない．的に運用されている事例はほとんどない．しかしか
し，し，全国的にも防災担当者向けの実践的な研修に全国的にも防災担当者向けの実践的な研修に
対するニーズは高く、対するニーズは高く、研修用途として利用に耐え研修用途として利用に耐え
る演習システムの開発には大きな意義がある．る演習システムの開発には大きな意義がある．
　そこで筆者らは，　そこで筆者らは，既存の図上訓練手法の高い訓既存の図上訓練手法の高い訓
練効果に着目し，練効果に着目し，コンピュータを導入した災害対コンピュータを導入した災害対
応演習システムの開発を現在進めている．応演習システムの開発を現在進めている．これこれ
は，は，従来の図上訓練手法の欠点である従来の図上訓練手法の欠点である「訓練実施「訓練実施
後に状況付与票や対応票の回収および分析の困難後に状況付与票や対応票の回収および分析の困難
さ」，さ」，「訓練を実施するための事前準備作業の繁雑「訓練を実施するための事前準備作業の繁雑
さ」，さ」，「訓練実施時間の管理」「訓練実施時間の管理」等，等，を軽減，を軽減，容易に容易に
するものである．するものである．
　本稿の目的は，　本稿の目的は，自治体職員向けの実践的な災害自治体職員向けの実践的な災害
対応演習システムの開発を念頭に，対応演習システムの開発を念頭に，システム向けシステム向け
の効果的な演習シナリオを開発することにある．の効果的な演習シナリオを開発することにある．
２では，２では，著者らが開発を進めている防災担当職員著者らが開発を進めている防災担当職員
向けの研修に活用できる，向けの研修に活用できる，災害対応演習システム災害対応演習システム
の概要を説明する．の概要を説明する．３では，３では，演習シナリオ構築に演習シナリオ構築に
向けた検討結果についてまとめる，向けた検討結果についてまとめる，４では，４では，図上図上
訓練を通して開発したシナリオの検証を行い，訓練を通して開発したシナリオの検証を行い，そそ
の妥当性と課題について議論する．の妥当性と課題について議論する．５では，５では，まとまと
めと今後の課題について述べる．めと今後の課題について述べる．

２．２．災害対応演習システムの開発概要災害対応演習システムの開発概要

　本論文は開発中である災害対応演習システムに　本論文は開発中である災害対応演習システムに
実装する演習シナリオについて述べることが主な実装する演習シナリオについて述べることが主な
目的であることから，目的であることから，ここではシステムの概要にここではシステムの概要に
ついて説明する．ついて説明する．

(1) (1) 演習の前提，演習の前提，目的と効用目的と効用
　本研究では，　本研究では，汎用的な演習システムを開発する汎用的な演習システムを開発する
ことを念頭に，ことを念頭に，演習の対象者は都道府県，演習の対象者は都道府県，市町村市町村

の防災担当者とする．の防災担当者とする．ここでいう汎用性とは，ここでいう汎用性とは，特特
定の地域や組織を対象としたものではなく，定の地域や組織を対象としたものではなく，地域地域
の異なる都道府県や市町村の担当者に対して，の異なる都道府県や市町村の担当者に対して，効効
果的な演習が可能であることを意味する．果的な演習が可能であることを意味する．演習の演習の
目的と効用について，目的と効用について，以下に列挙する．以下に列挙する．1)1)災害イ災害イ
メージの構築メージの構築：：災害による被害や社会状況が具体災害による被害や社会状況が具体
的にイメージされるようになる．的にイメージされるようになる．2)2)災害対策本部災害対策本部
での災害対応の疑似体験での災害対応の疑似体験：：災害対策本部の運営や災害対策本部の運営や
対応状況などを模擬的に体験できる．対応状況などを模擬的に体験できる．3)3)適切な被適切な被
害把握と状況予測害把握と状況予測・・プロアクティブの原則に基づプロアクティブの原則に基づ
く意思決定の理解く意思決定の理解：：初動時の限られた情報に基づ初動時の限られた情報に基づ
く被害の予測，く被害の予測，あいまいな情報の伝達などの災害あいまいな情報の伝達などの災害
時の情報収集時の情報収集・・伝達のポイント，伝達のポイント，最悪の事態を想最悪の事態を想
定した先手を打った対応等の意思決定について訓定した先手を打った対応等の意思決定について訓
練することができる．練することができる．4)4)初動対応の理解初動対応の理解：：初動対初動対
応の実施手順や役割分担の確認ができる．応の実施手順や役割分担の確認ができる．5)5)関係関係
機関との調整課題の理解機関との調整課題の理解：：自治体間や防災関係機自治体間や防災関係機
関の連絡調整の問題点や課題について学ぶことが関の連絡調整の問題点や課題について学ぶことが
できる．できる．6)6)図上訓練の理解図上訓練の理解：：図上訓練の目的や効図上訓練の目的や効
果について体験を通して認識し，果について体験を通して認識し，訓練を企画する訓練を企画する
ための素養を身につけることができる．ための素養を身につけることができる．

(2) (2) システム概要システム概要
　演習システムは，　演習システムは，図図 -1-1に示される演習管理者に示される演習管理者
と複数の参加者グループの端末で構成される．と複数の参加者グループの端末で構成される．演演
習参加者の端末には，習参加者の端末には，ノートパソコンが４台程度ノートパソコンが４台程度
設置され，設置され，状況付与，状況付与，被害状況の映像，被害状況の映像，他グルー他グルー
プへの問い合わせプへの問い合わせ・・要請等，要請等，資源一覧，資源一覧，地図，地図，シシ
ミュレーション時刻の画面で構成されている．ミュレーション時刻の画面で構成されている．状状
況付与は，況付与は，項目，項目，提供時間でデーターベース化提供時間でデーターベース化
し，し，自動的に端末に配信される．自動的に端末に配信される．また，また，参加者グ参加者グ
ループの対応状況はデータベースに対応時刻ととループの対応状況はデータベースに対応時刻とと
もにログとして蓄積される．もにログとして蓄積される．またシステム構成はまたシステム構成は
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県道２号
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西原川
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宝台橋
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北野大橋

南山橋

２km
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東川北野トンネル

県道２号

国道１号

県道５号

県道１号

市役所

西出張所

北出張所

麓分署

市立病院
西原消防署

西原警察署
西原駅

前川中央病院

緑浜病院

緑浜分署

市立総合運動場

田原公園

前川公園

緑浜東公園

西原川

西原川

山手病院

西原北橋

麓橋

西原中央橋

屋川橋

西原新橋

西原大橋

２km

Ｘ県
Ｙ県

Ｚ府

県北

県西
県央

県東

北野市

東川市

西原市

国道１号

国道２号

国道３号

海

国道４号

Ｙ市

Ｚ市

①

②

③
④

⑤

⑥

①
②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

①
②

③

④

⑥⑤

⑦

⑧

⑨

⑦

⑩

10km

災害拠点病院

自衛隊駐屯地

図図-2-2　仮想自治体の設定　仮想自治体の設定

(i)(i)　仮想自治体の全体図　仮想自治体の全体図

(ii)(ii)　北野市　北野市

(iii)(iii)　西原市　西原市

オープンなシステムとなっており，オープンなシステムとなっており，インターネッインターネッ
トやイントラネットに接続したクライアントを参トやイントラネットに接続したクライアントを参
加者グループ端末として設定，加者グループ端末として設定，クライアントの変クライアントの変
更更・・追加，追加，シナリオの差し替えなどが可能であるシナリオの差し替えなどが可能である
汎用性の高いシステムである．汎用性の高いシステムである．そのため，そのため，訓練目訓練目
的や内容に応じて自由にシナリオを変更すること的や内容に応じて自由にシナリオを変更すること
が可能であり，が可能であり，インターネットに接続したパソコインターネットに接続したパソコ
ンを利用した遠隔地の参加者同士での図上訓練のンを利用した遠隔地の参加者同士での図上訓練の
実施が可能である．実施が可能である．

３．３．シナリオの構築シナリオの構築

(1) (1) 演習対象地域演習対象地域
　　表表 -1-1は演習対象地域の設定方法とその特徴をは演習対象地域の設定方法とその特徴を
まとめたものである．まとめたものである．実際の地域を設定する長所実際の地域を設定する長所
として，として，「既存の地図や被害想定結果がそのまま「既存の地図や被害想定結果がそのまま
利用できる」，利用できる」，「現実的で詳細な検討が容易であ「現実的で詳細な検討が容易であ
る」，る」，などが挙げられ，などが挙げられ，短所としては，短所としては，「参加者の「参加者の
土地勘に影響を受けやすい」，土地勘に影響を受けやすい」，「対象地域の地域特「対象地域の地域特
性と大きく離れた訓練シナリオの作成は難しい」，性と大きく離れた訓練シナリオの作成は難しい」，
などが挙げられる．などが挙げられる．
　一方，　一方，架空地域を設定する長所としては，架空地域を設定する長所としては，「土「土
地勘の有無といった参加者の属性に影響を受けに地勘の有無といった参加者の属性に影響を受けに
くく，くく，汎用性が高い」，汎用性が高い」，「演習内容に合わせて地域「演習内容に合わせて地域
特性や組み込む情報を自由に設定できる」，特性や組み込む情報を自由に設定できる」，などなど
が挙げられる．が挙げられる．短所としては，短所としては，「既存の地図や「既存の地図や

データをそのまま利用できない」，データをそのまま利用できない」，「詳細な検討を「詳細な検討を
させるためには，させるためには，付与すべき情報が膨大になる」，付与すべき情報が膨大になる」，
「現実感を持って取り組みにくい」，「現実感を持って取り組みにくい」，などが挙げらなどが挙げら
れる．れる．
　本研究では，　本研究では，演習参加者が全国の都道府県およ演習参加者が全国の都道府県およ
び市町村の防災担当者であること，び市町村の防災担当者であること，訓練目的や内訓練目的や内
容に応じたシナリオの修正や変更が容易であるこ容に応じたシナリオの修正や変更が容易であるこ
と，と，従ってより汎用性の高いシナリオが求められ従ってより汎用性の高いシナリオが求められ
る，る，などの理由から，などの理由から，対象地域は仮想モデル地域対象地域は仮想モデル地域
を採用する．を採用する．なお仮想モデル地域は，なお仮想モデル地域は，兵庫県及び兵庫県及び
関西圏の府県市の現況を元とする仮想の自治体か関西圏の府県市の現況を元とする仮想の自治体か
らなるモデルを設定するらなるモデルを設定する（（図図-2-2）．）．仮想自治体の仮想自治体の
中には，中には，インフラ施設，インフラ施設，災害対策関係施設等を設災害対策関係施設等を設
定し，定し，兵庫県下の兵庫県下のAA市，市，NN市，市，TT市といった実際の市といった実際の
市町の現況市町の現況（地域防災計画など）（地域防災計画など）を参考にし，を参考にし，架架
空とはいえ現実性の担保された内容とする．空とはいえ現実性の担保された内容とする．まま
た，た，併せて仮想自治体における地域防災計画，併せて仮想自治体における地域防災計画，災災
害対策資源も設定する．害対策資源も設定する．

(2) (2) シナリオ概要シナリオ概要
　災害規模は，　災害規模は，都市直下で発生するＭ７クラスの都市直下で発生するＭ７クラスの
地震を対象とする地震を対象とする（最大震度が６強から７になる（最大震度が６強から７になる
地域が存在する）．地域が存在する）．被害状況や社会状況の設定は，被害状況や社会状況の設定は，
基本的に阪神基本的に阪神・・淡路大震災の状況を参考にし，淡路大震災の状況を参考にし，適適
宜他の地震災害の事例や既存の被害想定結果等を宜他の地震災害の事例や既存の被害想定結果等を
取り入れる．取り入れる．



44

対象フェーズごとに
規範的課題の抽出

訓練目的・
内容の選定

演習の目標

関連状況付与
（群）を整理

シナリオの作成

図図-3-3　シナリオ作成フロー　シナリオ作成フロー

表表-2-2　地震災害初動期における県　地震災害初動期における県・・市の課題市の課題

(3) (3) シナリオの作成シナリオの作成
　図上訓練のシナリオの構築法としては，　図上訓練のシナリオの構築法としては，トップトップ
ダウン型とボトムアップ型がある．ダウン型とボトムアップ型がある．トップダウントップダウン
型とは，型とは，訓練目的や内容に応じてそれらに対応す訓練目的や内容に応じてそれらに対応す
るためのシナリオを作成していく演繹的な方法でるためのシナリオを作成していく演繹的な方法で
ある．ある．ボトムアップ型は，ボトムアップ型は，さらに被害想定型と過さらに被害想定型と過
去災害事例型に分類され，去災害事例型に分類され，被害想定結果および過被害想定結果および過
去の災害事例をベースとしてシナリオを作成する去の災害事例をベースとしてシナリオを作成する
帰納的な方法である．帰納的な方法である．ただし，ただし，シナリオ作成に際シナリオ作成に際
しては，しては，シナリオの妥当性の観点から一定の根拠シナリオの妥当性の観点から一定の根拠
を持たせるため，を持たせるため，阪神阪神・・淡路大震災を中心とした淡路大震災を中心とした
過去の災害事例を出来る限り参考にすることとす過去の災害事例を出来る限り参考にすることとす
る．る．
　本研究では，　本研究では，訓練目的や内容に応じたトップダ訓練目的や内容に応じたトップダ
ウン型のシナリオ構築を容易にするため，ウン型のシナリオ構築を容易にするため，図図 -3-3
に示すフローに従ってシナリオを作成する．に示すフローに従ってシナリオを作成する．まま
ず，ず，災害発生後の時間フェーズごとに，災害発生後の時間フェーズごとに，各グルー各グルー
プの規範的課題を抽出する．プの規範的課題を抽出する．表表 -2-2は，は，地震発生地震発生
から２から２・・３時間後までに課題となる項目を県およ３時間後までに課題となる項目を県およ
び市ごとにまとめたものである．び市ごとにまとめたものである．なおこれらの課なおこれらの課
題は，題は，自治体防災担当者らと著者らで行ったブレ自治体防災担当者らと著者らで行ったブレ
インストーミング結果を基に作成した．インストーミング結果を基に作成した．
　次に，　次に，演習における具体的な目標を設定する．演習における具体的な目標を設定する．
なお，なお，目標の設定に際しては目標を達成するため目標の設定に際しては目標を達成するため
の，の，個々の対応個々の対応・・対策とそれをチェックするため対策とそれをチェックするため
の具体的な項目を作成した．の具体的な項目を作成した．「全体状況の把握」「全体状況の把握」
といった演習目標は，といった演習目標は，被害状況の把握が必要であ被害状況の把握が必要であ
り，り，具体的な項目としては具体的な項目としては「被害情報の一覧表を「被害情報の一覧表を
作成したか」，作成したか」，「特に被害の集中している地域を把「特に被害の集中している地域を把
握したか」，握したか」，「輸送が途絶し，「輸送が途絶し，孤立した地域を把握孤立した地域を把握
したか」したか」といったものが挙げられる．といったものが挙げられる．なお，なお，このこの
ような整理は絶対的な項目ではなく，ような整理は絶対的な項目ではなく，訓練管理者訓練管理者
が設定するものであり，が設定するものであり，本研究においてはできる本研究においてはできる
だけ基本的な災害対応事項を中心に整理を行うよだけ基本的な災害対応事項を中心に整理を行うよ
うにした．うにした．演習の目標が整理されると，演習の目標が整理されると，個々の具個々の具
体的な項目に対して，体的な項目に対して，関連する状況付与もしくは関連する状況付与もしくは
状況付与群を整理することができる．状況付与群を整理することができる．すなわち，すなわち，
「被害の一覧表を作成したかどうか」「被害の一覧表を作成したかどうか」といった項といった項
目に対しては，目に対しては，地震情報，地震情報，震度分布，震度分布，津波情報な津波情報な
どの状況付与がこれに対応づけられる．どの状況付与がこれに対応づけられる．最終的に最終的に
は，は，訓練目的や内容に応じて，訓練目的や内容に応じて，訓練企画者が自由訓練企画者が自由
に目標とそれを評価するための具体的な項目を設に目標とそれを評価するための具体的な項目を設
定することで，定することで，シナリオを演繹的に作成することシナリオを演繹的に作成すること
ができる．ができる．

(4) (4) 対応行動によるシナリオの分岐対応行動によるシナリオの分岐・・変化変化
　演習を行う中で，　演習を行う中で，訓練参加者の取った行動の選訓練参加者の取った行動の選
択択（意思決定）（意思決定）によって，によって，その後のシナリオが変その後のシナリオが変
化する仕組みを一部設定する．化する仕組みを一部設定する．変化を与える仕組変化を与える仕組
みとして，みとして，以下の２つのパターンを考慮する．以下の２つのパターンを考慮する．1)1)
一部の情報については，一部の情報については，情報収集活動情報収集活動（関係機関（関係機関
への被害提供要請，への被害提供要請，被害調査要員の派遣等）被害調査要員の派遣等）をを
行った場合にのみ入手できるようにする行った場合にのみ入手できるようにする（情報収（情報収
集活動を行わない場合は，集活動を行わない場合は，入手できないか，入手できないか，入手入手
が大幅に遅れるよう設定する）．が大幅に遅れるよう設定する）．2)2)対策実施が遅対策実施が遅

れた場合には，れた場合には，住民や関係機関等から苦情，住民や関係機関等から苦情，要望要望
が多発するようにする．が多発するようにする．

(5) (5) 研修レベルと演習内容研修レベルと演習内容
　研修レベルにより，　研修レベルにより，研修の目標，研修の目標，対象とする対対象とする対
策項目，策項目，付与情報に変化を加え，付与情報に変化を加え，シナリオを変更シナリオを変更
するする（（表表-3-3）．）．初級レベルでは，初級レベルでは，基本的な災害状基本的な災害状
況イメージの把握，況イメージの把握，基本的な情報の収集と取り扱基本的な情報の収集と取り扱
い，い，基本的な災害対策活動が行えるかどうか，基本的な災害対策活動が行えるかどうか，をを
目標として評価の対象とする．目標として評価の対象とする．そのため付与するそのため付与する
情報も基本的な情報に限定する．情報も基本的な情報に限定する．中級レベルや上中級レベルや上
級レベルでは，級レベルでは，目標が高く設定され，目標が高く設定され，対象とする対象とする
対策項目や付与情報はより広範かつ膨大なものと対策項目や付与情報はより広範かつ膨大なものと
なる．なる．

４．４．シナリオの検証シナリオの検証

　作成した訓練シナリオが，　作成した訓練シナリオが，図上訓練として適切図上訓練として適切
に機能し，に機能し，意図した訓練効果があるのかどうか，意図した訓練効果があるのかどうか，
自治体防災担当者を対象に，自治体防災担当者を対象に，本シナリオを用いた本シナリオを用いた
図上訓練を実施した図上訓練を実施した付録２付録２．．ここでは，ここでは，図上訓練実図上訓練実
施を通したシナリオの検証と課題について議論す施を通したシナリオの検証と課題について議論す

発災～２・３時間後まで

県

・限られた情報（地震情報や断片的な被害情報）から大ま
かな被災規模、状況推移の予測
・県全体としての状況把握と激甚な被害発生市町村の把
握
・災害対策活動の立ち上げ（参集指示、災害対策本部設
置、体制確立等）
・情報収集・伝達体制の確立（市町村、関係機関）
・市町村が行う初期の活動（特に消火活動）への支援
・国、他府県、防災関係機関への応援要請

市

・限られた情報（地震情報や断片的な被害情報）から大ま
かな被災規模、状況推移の予測
・市全域における状況把握と激甚な被害発生地域の特定
・災害対策活動の立ち上げ（参集指示、災害対策本部設
置、体制確立等）
・情報収集・伝達体制の確立（消防、各部局、関係機関、
住民等）
・消火活動及び救命活動（救出活動、医療救護活動）を
中心とした対策の実施
・避難勧告・指示
・県、防災関係機関等への応援要請



55

表表-3-3　レベル別シナリオ概要　レベル別シナリオ概要

る．る．

(1) (1) 訓練参加者訓練参加者
　訓練参加者の所属は，　訓練参加者の所属は，国国（内閣府（内閣府・・国土交通省国土交通省：：
６名），６名），府県府県（７名），（７名），市町市町（５名），（５名），指定公共機指定公共機
関関（１名），（１名），計計1919名であり，名であり，役職は主に係長クラ役職は主に係長クラ
スである．スである．防災部局在籍年数２年未満が防災部局在籍年数２年未満が1414名，名，図図
上訓練参加経験者が６名上訓練参加経験者が６名（うち，（うち，統制経験者が４統制経験者が４
名）名）と参加者の大半は防災部局の初任者であり，と参加者の大半は防災部局の初任者であり，
図上訓練の未経験者である．図上訓練の未経験者である．また，また，所属地域は北所属地域は北
は東北から南は九州まで様々であった．は東北から南は九州まで様々であった．なお，なお，ググ
ループの選定に際しては，ループの選定に際しては，原則として所属機関を原則として所属機関を
優先させることとし，優先させることとし，府県の人は県を市町の人は府県の人は県を市町の人は
市を担当してもらうこととする．市を担当してもらうこととする．

(2) (2) 演習の設定演習の設定
　　図図 -2-2に示す仮想のＸ県で発生したに示す仮想のＸ県で発生した「Ｍ７クラ「Ｍ７クラ
スの直下地震」スの直下地震」への対応を訓練する．への対応を訓練する．表表 -4-4はグはグ
ループごとの被害設定と，ループごとの被害設定と，統制班の役割を示して統制班の役割を示して
いる．いる．各グループは，各グループは，各仮想自治体における各仮想自治体における「災「災
害対策本部の事務局」害対策本部の事務局」を演じることとする．を演じることとする．演習演習
用の用の「災害対策本部の事務局」「災害対策本部の事務局」は，は，災害対策本部災害対策本部
長長（首長）（首長）を補佐して，を補佐して，全体的な災害対策実施の全体的な災害対策実施の
意思決定を行う役割とする．意思決定を行う役割とする．なお直接の災害対策なお直接の災害対策
は，は，自治体内の各実働班や現地部隊が行うものと自治体内の各実働班や現地部隊が行うものと
し，し，「災害対策本部」「災害対策本部」はこれらに対する指示を行はこれらに対する指示を行
う機能に限定する．う機能に限定する．しかしながら，しかしながら，全体の被害状全体の被害状
況を把握し，況を把握し，限られた人的限られた人的・・物的リソースの配分物的リソースの配分
は災害対策本部の役割であるとする．は災害対策本部の役割であるとする．なお，なお，演習演習
用の用の「災害対策本部」「災害対策本部」内の役割分担は，内の役割分担は，部局別に部局別に
分けるのではなく，分けるのではなく，災害対策本部自体の機能別災害対策本部自体の機能別
（「情報収集（「情報収集・・処理班」，処理班」，「活動調整班」，「活動調整班」，「対策資源「対策資源
調整班」調整班」等）等）で分けることとするが，で分けることとするが，基本的には基本的には
各グループ内の話し合いにより決定してもらう．各グループ内の話し合いにより決定してもらう．

　なお研修レベルは，　なお研修レベルは，訓練参加者の経験を配慮し訓練参加者の経験を配慮し
て，て，初初・・中級程度に設定した演習シナリオを用い中級程度に設定した演習シナリオを用い
ることとする．ることとする．

(3) (3) 演習の前提と実施概要演習の前提と実施概要
　演習の設定時間は，　演習の設定時間は，200X200X年６月５日年６月５日（木）（木）1313時時
（発災）（発災）～～1515時とした．時とした．気象条件は，気象条件は，天候天候：：晴れ，晴れ，
気温気温：：2222度，度，風向風速風向風速：：北西の風北西の風 5m/s5m/s，，である．である．
なお，なお，訓練の実施に当たっては，訓練の実施に当たっては，フェーズⅠフェーズⅠ（（66

県市名
（グループ名） 演習上の設定

Ｘ県 ・県東部で大きな被害が発生．多数の死傷者，避難者が発生．
・県庁の機能が大幅に制限．

北野市

西原市

統制班
・東川市，Ｙ県，Ｚ府の対応全般を代行する．
・その他関係する関係機関等の対応全般を代行する．
・時間経過毎の状況設定，状況付与を行う．

・市全域で大きな被害が発生．多数の死傷者，避難者が発生．
・市の機能が大幅に制限．
・広域応援が必要となる状況．

表表-4-4　グループごとの演習上の設定　グループごとの演習上の設定

国・関係機関

X県

災害対策本部

西原市

災害対策本部

各市の部局（班）

マスコミ情報

市内住民、事業所、ボランティア

東川市、X県の他の市町村、防災関係機関、その他機関Ｙ県、Ｚ府

北野市

災害対策本部

各市消防・警察の対応

各市の防災関係機関の対応

〈統制班：状況付与・訓練管理者〉

演習グループ

Ｘ県の部局（班）

マスコミ情報県内住民、事業所、ボランティア

〈統制班：状況付与・訓練管理者〉

図図-4-4　図上演習における情報の流れ　図上演習における情報の流れ

研修

レベル イメージ把握、状況予測 情報の取り扱い 対策の実施（意思決定）

初級

・基本的な災害状況イ
メージの把握
・地震規模や震度情報に
よる大まかな被災規模、
状況推移の予測

・基本的な情報の収集
とその取り扱い

・もっとも基本的な対
策活動における意思決
定、指示

・災害対策活動の立ち
上げ（参集指示、災害
対策本部設置等）
・避難勧告・指示
・応援要請
・災害救助法の適用

・震度情報、地震情報
・津波情報
・基本的な被害情報
・基本的な要請
・基本的な周辺情報
・基本的なマスコミ情報

中級

・比較的詳細な災害状況
イメージの把握
・地震規模や震度情報に
よる比較的詳細な被災規
模、状況推移の予測
・広域な災害状況イメー
ジの把握

・多くの情報の中か
ら、重要・優先的な情
報の判断と処理

・多くの対策の中から
重要度を考慮し，優先
的に実施する対策の判
断と意思決定、指示
・ある程度、先を見通
した対策の実施

（初級レベルに加えて）
・消火活動
・救出活動
・医療救護活動
・避難所の開設・運営
・道路規制、啓開、復旧

・詳細な被害情報（重要度を変化）
・詳細な要請（重要度を変化）
・詳細な周辺情報（重要度を変化）
・関係機関の対応情報
・住民・ボランティア等の行動、問
い合わせ、要望
・マスコミ情報

上級

（中級レベルに加えて）
・広域な災害状況イメー
ジの把握と広域の被災規
模、状況推移の予測

・あいまいな情報、誤
報の確認と処理

・よりきめ細かい対策
の実施
・広域連携による活
動、複数機関の活動調
整
・比較的長期的視野に
たった対策の実施
・制約をうける状況で
の対応

（中級レベルに加えて）
・応援の受け入れ、調整
・医療（広域搬送）
・緊急輸送
・生活復旧

・あいまい情報、誤報を含む詳細な
被害情報
・詳細な要請（実施不可能な内容を
含む）
・詳細な周辺情報（重要度を変化）
・関係機関の対応情報
・住民・ボランティア等の行動、問
い合わせ、要望
・マスコミ情報（あいまい情報を含
む）
・活動制約に関する情報（要員や情
報機器の制限、自然条件・社会条件
の制約等）

研修の目標（評価）
対象とする対策項目 付与する情報
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月月 55日日 13:0013:00～～ 13:3013:30：：3030分），分），フェーズⅡフェーズⅡ（（66月月
55日日13:3013:30～～15:0015:00：：9090分）分）に区切って実施した．に区切って実施した．

(4) (4) 演習における情報の流れ演習における情報の流れ
　　図図 -4-4は，は，演習における情報の流れを示したも演習における情報の流れを示したも
のである．のである．訓練参加者は，訓練参加者は，それぞれＸ県，それぞれＸ県，北野市，北野市，
西原市の災害対策本部事務局として演習に参加す西原市の災害対策本部事務局として演習に参加す
る．る．統制班は，統制班は，参加者への状況付与を実施すると参加者への状況付与を実施すると
ともに，ともに，災害対応に関係するその他の全ての機関災害対応に関係するその他の全ての機関
を受け持つこととし，を受け持つこととし，国，国，隣接県，隣接県，Ｘ県Ｘ県・・北野市北野市・・
西原市の災害対策本部事務局以外の全ての部局，西原市の災害対策本部事務局以外の全ての部局，
消防消防・・警察といった防災関係機関からマスコミ，警察といった防災関係機関からマスコミ，
市民まで対応する．市民まで対応する．

(5) (5) 演習の全体カリキュラムについて演習の全体カリキュラムについて
　演習をより効果的に実施するため，　演習をより効果的に実施するため，演習実施の演習実施の
準備として事前説明を行い，準備として事前説明を行い，各グループの地域防各グループの地域防
災計画の習熟と起こりうる被害についてディス災計画の習熟と起こりうる被害についてディス
カッションを行う時間を設定した．カッションを行う時間を設定した．また，また，演習後演習後
に，に，参加者と訓練管理者による演習結果の評価を参加者と訓練管理者による演習結果の評価を
行う．行う．なお，なお，評価は評価は表表 -2-2および訓練目的を基におよび訓練目的を基に
作成した自己評価リストを受講者に配布し，作成した自己評価リストを受講者に配布し，適切適切
な対応ができたのかどうか議論する．な対応ができたのかどうか議論する．

(6) (6) 演習結果演習結果
　演習後に簡単なアンケート調査を実施した．　演習後に簡単なアンケート調査を実施した．ここ
こではそれを基に演習結果について議論する．こではそれを基に演習結果について議論する．
a) a) 参加者の満足度参加者の満足度
　講義に対する総合的な満足度を　講義に対する総合的な満足度を100100点満点で評点満点で評
価してもらった．価してもらった．100100 点をつけた参加者が３名，点をつけた参加者が３名，
9090 点以上をつけた参加者も過半数を占め，点以上をつけた参加者も過半数を占め，概ね概ね
高い評価を得ることができた高い評価を得ることができた（平均点（平均点8888点）．点）．まま
た，た，参加者の所属や地域，参加者の所属や地域，図上訓練の経験の有無図上訓練の経験の有無
などにかかわらず全般的に高い評価を受けることなどにかかわらず全般的に高い評価を受けること
ができた．ができた．
b) b) 評価された点評価された点
　参加者に評価された点をまとめると次の通りで　参加者に評価された点をまとめると次の通りで
ある．ある．
・・情報の収集、情報の収集、整理、整理、意思決定の重要性を認識す意思決定の重要性を認識す
ることができた。ることができた。
・・図上訓練は初めての経験であり、図上訓練は初めての経験であり、非常に良かっ非常に良かっ
た。た。
・・具体的な手法を学ぶことができた。具体的な手法を学ぶことができた。実際の訓練実際の訓練
にも十分応用可能である。にも十分応用可能である。
・・実際の災害状況に近い体験をすることができ実際の災害状況に近い体験をすることができ
た。た。
・・自治体によって対応の考え方に差があることが自治体によって対応の考え方に差があることが
わかった。わかった。
　本訓練の目的として２章１節で示した６つの項　本訓練の目的として２章１節で示した６つの項
目を設定していたが，目を設定していたが，以上の参加者の評価結果か以上の参加者の評価結果か
ら推察して，ら推察して，ある程度達成できたと考えられる．ある程度達成できたと考えられる．
また，また，「図上訓練で得た知識は役に立ちそうか？」「図上訓練で得た知識は役に立ちそうか？」
という質問に対して，という質問に対して，「すぐにでも役に立ちそう「すぐにでも役に立ちそう
だ」だ」（（1111名），名），「何らかの役には立ちそうだ」「何らかの役には立ちそうだ」（（77名）名）
と，と，無記入者無記入者（（11名）名）を除いて全員が役立つと評を除いて全員が役立つと評

価した．価した．一般的に図上演習をはじめて経験する人一般的に図上演習をはじめて経験する人
は自らの役割認識が欠如し，は自らの役割認識が欠如し，「何をしていいのか「何をしていいのか
わからなかった」，わからなかった」，「ただ混乱した」「ただ混乱した」といったことといったこと
になりやすく，になりやすく，訓練としてうまくいかない事も多訓練としてうまくいかない事も多
い．い．しかも，しかも，今回の参加者の大部分が防災の初任今回の参加者の大部分が防災の初任
者であり図上訓練の未経験者であった事を考える者であり図上訓練の未経験者であった事を考える
と，と，シナリオの内容や難易度は概ね適切に設定さシナリオの内容や難易度は概ね適切に設定さ
れ，れ，機能したと考えていいのではないだろうか．機能したと考えていいのではないだろうか．
　以上を踏まえると，　以上を踏まえると，今回構築したシナリオは，今回構築したシナリオは，
演習の目的を概ね達成することができる，演習の目的を概ね達成することができる，十分に十分に
研修効果が期待されるものと言えよう．研修効果が期待されるものと言えよう．

５．５．おわりにおわりに

　本論文では，　本論文では，著者らが開発を進めている災害対著者らが開発を進めている災害対
応演習システムに実装するための訓練シナリオの応演習システムに実装するための訓練シナリオの
構築と図上訓練を通したシナリオの検証結果につ構築と図上訓練を通したシナリオの検証結果につ
いて議論した．いて議論した．演習シナリオ構築においてポイン演習シナリオ構築においてポイン
トとなる，トとなる，対象地域の設定，対象地域の設定，シナリオの作成法とシナリオの作成法と
作成フローについて，作成フローについて，考え方を整理した．考え方を整理した．これこれ
は，は，図上訓練のためのシナリオを作成する上で，図上訓練のためのシナリオを作成する上で，
有益な情報となるであろう．有益な情報となるであろう．次に，次に，地震災害初動地震災害初動
期における県期における県・・市の課題について整理し，市の課題について整理し，それらそれら
を明らかにした．を明らかにした．また，また，研修レベルに応じて，研修レベルに応じて，目目
標設定のあり方と付与する情報内容について提案標設定のあり方と付与する情報内容について提案
した．した．その結果，その結果，研修レベルを設定し，研修レベルを設定し，訓練目的訓練目的
に応じて効果的な訓練シナリオを演繹的に構築すに応じて効果的な訓練シナリオを演繹的に構築す
ることが可能となった．ることが可能となった．
　次に，　次に，作成した訓練シナリオの検証を行うた作成した訓練シナリオの検証を行うた
め，め，主に自治体防災担当者を参加者とした図上訓主に自治体防災担当者を参加者とした図上訓
練を作成シナリオを利用して実施した．練を作成シナリオを利用して実施した．その結その結
果，果，図上訓練の目的として設定した項目をおおよ図上訓練の目的として設定した項目をおおよ
そ満足するアンケート結果を得ることができた．そ満足するアンケート結果を得ることができた．
図上訓練シナリオとして研修効果が期待できる内図上訓練シナリオとして研修効果が期待できる内
容であることを確認できたと言える．容であることを確認できたと言える．
　今後の課題としては，　今後の課題としては，より研修効果の高い訓練より研修効果の高い訓練
シナリオを構築するためにも，シナリオを構築するためにも，本演習結果につい本演習結果につい
て，て，各グループの対応内容についての詳細な分析各グループの対応内容についての詳細な分析
が必要である．が必要である．また，また，訓練実施後の参加者に対す訓練実施後の参加者に対す
る評価方法やその達成度をどのように計測するのる評価方法やその達成度をどのように計測するの
かといった，かといった，訓練の評価方法を確立する必要があ訓練の評価方法を確立する必要があ
る．る．
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付録付録

付録１付録１
　兵庫県震災対策国際総合検証会議　兵庫県震災対策国際総合検証会議 5)5)によれば，によれば，
プロアクティブの原則とは，プロアクティブの原則とは，①疑わしいときは行①疑わしいときは行
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 DEVELOPMENT OF EARTHQUAKE DAMAGE SCENARIOS DEVELOPMENT OF EARTHQUAKE DAMAGE SCENARIOS
TOWARD A SYSTEM OF  DISASTER RESPONSE EXERCISESTOWARD A SYSTEM OF  DISASTER RESPONSE EXERCISES

Yasunori HADA, Yoshiaki KAWATA and Koichi SAKAMOTOYasunori HADA, Yoshiaki KAWATA and Koichi SAKAMOTO

   Reinforcement of a practical disaster  response ability for local government personnel of disaster reduc-   Reinforcement of a practical disaster  response ability for local government personnel of disaster reduc-
tion divisions has been an important subject. Authors are developing a system of disaster responsetion divisions has been an important subject. Authors are developing a system of disaster response
exercises supported by a computer based on a map exercise method. This paper gives an outline of theexercises supported by a computer based on a map exercise method. This paper gives an outline of the
exercise system and reports the development of earthquake damage scenarios toward the system. Fur-exercise system and reports the development of earthquake damage scenarios toward the system. Fur-
thermore the developed scenarios are examined by a map exercise and it is shown that the scenarios arethermore the developed scenarios are examined by a map exercise and it is shown that the scenarios are
able to work efficiently for the training of local government personnel of disaster reduction divisions.able to work efficiently for the training of local government personnel of disaster reduction divisions.

動せよ，動せよ，②最悪事態を想定して行動せよ，②最悪事態を想定して行動せよ，③空振③空振
りは許されるが，りは許されるが，見逃しは許されない，見逃しは許されない，という３という３
点からなるものである．点からなるものである．災害時の重要な意思決定災害時の重要な意思決定
の基本的哲学について述べたものである．の基本的哲学について述べたものである．

付録２付録２
　災害対処訓練統制支援システム　災害対処訓練統制支援システム 10)10)(UMCE: Ur-(UMCE: Ur-
gent Mission Complete Exercise)gent Mission Complete Exercise)は，は，指揮所訓指揮所訓
練練11)11) (CPX: Command Post Exercise) (CPX: Command Post Exercise)と呼ばれると呼ばれる
実員を動かさないで司令部機構のみで実施する演実員を動かさないで司令部機構のみで実施する演
習を習を ITIT化した訓練システムである．化した訓練システムである．現在，現在，陸上陸上
自衛隊では，自衛隊では，  コンピュータを主体とした統制シスコンピュータを主体とした統制シス
テム及び専門の訓練支援隊等からなる指揮所訓練テム及び専門の訓練支援隊等からなる指揮所訓練
センターの整備が進められている．センターの整備が進められている．既に平成既に平成 1313
年に北部方面隊が東千歳駐屯地に，年に北部方面隊が東千歳駐屯地に，平成平成 1414年に年に
中部方面隊が川西駐屯地に，中部方面隊が川西駐屯地に，それぞれ整備していそれぞれ整備してい
る．る．

付録３付録３
　人と防災未来センター災害対策専門研修　人と防災未来センター災害対策専門研修（春（春
期）期）マネジメントコースＢマネジメントコースＢ  第２ユニット第２ユニット（災害（災害
対応と復旧対応と復旧・・復興の課題）復興の課題）のの「災害対応演習」「災害対応演習」のの
中で，中で，図上訓練を実施した．図上訓練を実施した．災害対策専門研修の災害対策専門研修の
概要および研修カリキュラムについては下記リン概要および研修カリキュラムについては下記リン

クを参照のこと．クを参照のこと．((http://www.dri.ne.jp/html/news03/http://www.dri.ne.jp/html/news03/
images/15kensyuh.pdfimages/15kensyuh.pdf))
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